
アメリカにおける自転車交通ルール 
情報提供：ブログ「百聞は一見に如かず」より 

自転車を安全に楽しむ為には、日本と異なるアメリカのルールを知っておく必要があります。 
利用の前にご一読下さい。  
  
(1) 歩道ではなく、車道を走る  
自転車で歩道を走ることは交通違反となりますので、車道を走って下さい。 
車道の端が自転車レーンとなっていることがあますので、その場合は必ず自転車レーンを利用して下さい。

 

(2) 車の信号に従う (一部自転車用の信号もあります)  
歩行者信号ではなく、車の信号に従ってください。信号の無い交差点では STOP の標識に従って下さい。 
STOPの標識では、一番最初に止まった順に発進します。  
 
(3) 盗難対策  
駐輪する場合は、必ず路上にある自転車留めを利用して鍵をかける様にして下さい。  
  
 (4) ヘッドホンやイヤホンの利用は禁止  
自転車の運転中にラジオや音楽を聴きながらの運転は禁止です。  
  
 (5) ブレーキ・ヘルメット  
べダルを逆回転させてブレーキをかけるタイプの自転車がありますので、走行前に使い方を確認してください。ま
た、 車道を走ることになる為、ヘルメットの着用を強くお奨めします。レンタルショップで借りることが可能で
す。  
(14 歳以下のお子様はヘルメットの着用が義務付けられています。)  

 
 

情報提供：ルックアメリカンツアー 
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<図説による走行上の注意点> 

 
①前方に右折(または左折)する車がいる場合は、車の進行方向に回り込まない様にして下さい。後方に注意しながら車

の後ろから回り込んで追い越してください。  
②右折(または左折)する車のブラインドスポット(死角)に入らない様に注意して下さい。大きい車両ほどブラインド  
スポットは大きくなります。また、アメリカでは赤信号でも右折可能な為、赤信号時の右折車に注意して下さい。  
③路上駐車している車の扉が突然開く場合があるので注意して下さい。  
 
<駐輪する場合の注意点>  
●自転車を持ち上げても引き抜かれない様に鍵を掛けて下さい。  
●街路樹や地下鉄の鉄柵などには鍵をかけないで下さい。交通の妨げにならない場所に駐輪して下さい。  

 
情報提供：ルックアメリカンツアー 

その他の自転車情報：NYシティーバイク 
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